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まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　１２月１７日（火）に千田きのゑさん（高清水４
区）が１００歳を迎えられました。
　千田さんは、高清水地区で生まれ、嫁ぎ先で
は、長年にわたり近所の人たちと一緒に米作りな
どに精を出してきました。
　また、得意とする裁縫では、家族に手編みの
セーターを編んで着せた他、近所の人にも配るほ
どの腕前の持ち主で、好評を得ていました。
　現在は、入居する高齢者福祉施設で、穏やかな
日々を過ごしています。

　１２月１６日（月）、文化、芸術、スポーツなど
の分野で日本一に輝き、市民への希望と勇気を与
えた人に贈る「輝く日本一くりはら大賞」を、栗原
南中学校３年のケイバー ジーバさん（高清水２区）
に贈呈しました。
　ケイバー ジーバさんは、１１月２４日（日）、
東京都渋谷区の国立オリンピック記念青少年総合
センターで開催された「第４６回少年の主張全国
大会～わたしの主張２０２４～」に出場し、内閣
総理大臣賞に輝きました。

ち     だ 

　１月１２日（日）、若柳総合体育館で二十歳を祝
う会を開催しました。
　式典では、出席者の４１８人を代表し、佐藤陽
輝さん（栗駒上小路上）と佐々木冴さん（栗駒猿飛来
上）が「２０歳を迎えたという誇りと自覚を持ち、
自分の行動に責任を持てる大人になれるよう精進
します」と、誓いを述べました。
　また、式典では、映画「ビリギャル」のモデルに
なった小林さやかさんが講演を行い、行動する前
から諦めずに挑戦することの大切さを語り、出席
者たちは、未来への思いを新たにしていました。

令和７年栗原市二十歳を祝う会を開催
は た ち

▲実行委員の皆さんと佐藤実行委員長（前列左から３人目）

　出席者を代表して、二十歳を祝う会実行委員長に、
これからどのような人になりたいか聞きました。
実行委員長　佐藤 陽輝さん
　これまで式典の準備を進めてきた実行委員のメン
バーや二十歳の仲間たちと、式典の日を迎えること
ができ、大変うれしいです。
　仕事では、今年で社会人３年目。責任感を持ち、
仕事に打ち込む人になれるよう、さらに頑張ってい
きたいです。
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　１１月２３日（土）、一迫地区の農業生産法人、
有限会社川口グリーンセンターが、令和６年度（第
６３回）農林水産祭の多角化経営部門で内閣総理
大臣賞を受賞しました。
　この賞は、令和５年７月から１年間に、農林水
産大臣賞を受賞した４６３受賞者の中から、特に
優れた経営組織などに贈られるものです。
　同社は、地域農業の担い手として水稲や菊を生
産する他、米粉の製造や米粉パン専門店の開業支
援を行い、多角的な経営が高く評価されました。

　１２月９日（月）、一迫商業高等学校が「第１５
回いっしょに読もう！新聞コンクール」の高校の
部で優秀学校賞を２年連続で受賞しました。
　同校では、国語の授業の一環として、新聞記事
から社会の物事を捉えて考える授業を行ってお
り、その取り組みが高く評価されたものです。
　授業を担当した齋藤萌奈教諭は「新聞記事の内
容を生徒同士が話し合い、捉え方や改善の方法な
どを総合的に考える力が評価され、大変うれし
い」と語り、受賞を喜びました。
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〔左から〕白鳥正文代表取締役、尾崎和弘専務取締役

輝く日本一くりはら大賞を贈呈長寿１００歳おめでとうございます 二十歳が目指す大人像

新聞から社会の動きを考える 内閣総理大臣賞受賞


